
調査票2

(社)　電気学会

987,784 千円（A）

名称 事業の概要等 補助金・委託費の別 交付官庁

科学研究費補助金　研究成果
公開促進費「研究成果公開発表B」

子ども体験理科教室「作って体
験！環境にやさしい省エネ技
術」

補助金 文部科学省 900 千円　

900 千円（B）

0.09% ％（B/A）

※「名称」の欄には、正式名称を記載し、名称の前には(財)か(社)と略して記載すること。
※「補助金・委託費の別」の欄には、「補助金」若しくは「委託費」と記載すること。
※千円未満を四捨五入することから、それぞれの金額の単純合計と全体の合計額とは合わないことがある。

平成２２年度補助金等報告書

合計

（３）補助金等の年収比率

特例民法法人名

（１）年間収入　（総収入－前期繰越金）

（２）国からの補助金等の交付実績額

金額



調査票３

法人名

2．課題名

900千円(A)

0千円　　

0千円　　

金額

0千円　　

0千円　　

0千円　　

0千円　　

支出先 金額

0千円(B)

支出先 金額

エスアイテック，タミヤ，電池工業会 249千円　　

96千円　　

エスアイテック，タミヤ，電池工業会 236千円　　

0千円　　

581千円　　

金額

0千円　　

0千円　　

0千円　　

0％(B/A)

補助金等支出明細書

社団法人　電気学会

１．補助金等の名称
平成２２年度　科学研究費補助金　研究成果公開促進費
研究成果公開発表(B)

3．事業の目的及び内容

（１）目的

本シンポジウムは，小学生，父母，会場近隣の小学校若手教員を対象と
し，次の３点を主目的にモノづくり体験教室として開催する。(1)小学生に
は，できるだけ初期の教育段階から科学技術に慣れ親しむ機会の一つ
を提供すること，(2)父母には科学技術の重要性を認識して頂き，子供た
ちの科学技術への興味が継続する家庭内での環境づくりにご理解を頂く
こと，(3)小学校の若手教員には，子供たちと共にした体験をそれぞれの
学校に持ち帰り，小学校における科学技術教育の一助として頂くこと。
　従来とは異なる今回のシンポジウムの特徴は，小学校の若手教員も対
象としている点である。

（２）具体的な内容

本シンポジウムはものづくり体験教室として実施した。地球環境問題とし
て一般の人が捉えやすい自動車に関連付けて，動作が容易に確認で
き，構造や動作原理が理解しやすい乾電池と模型電気自動車を製作す
る。ものづくりを体験させるだけでなく，家庭や地域社会において，子ども
が継続的に理科やものづくりに興味を持ち続ける環境を整えることも，本
教室の目的である。そのために父母も小学生とともに参加して頂き，電
気に関する科学技術のおもしろさと重要性を認識して頂くように工夫し
た。概要は次の通り。
 開催形態　ものづくり体験型の科学技術教室
 参加者数内訳
　　午前：子供36名　保護者23名，午後：子供34名　保護者21名
 世界に一つオリジナル乾電池製作，スーパーキャパシタ搭載模型電気
　　自動車製作，電気自動車タイムレース

4．交付実績額

5．補助金等における管理費

（１）人件費

（２）一般管理費

（３）その他の管理費

内容

合計

合計

6．外部への支出

（１）外部に再補助・再委託等されているものに関する支出

支出内容

合計

合計

（２）（１）以外の支出

支出内容

8．再補助・再委託等の割合

子ども体験理科教室「作って体験！　環境にやさしい省エネ技術」

その他

合計

7．その他

内容

消耗品費

謝金
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